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慢 性 肺 気 腫 に 対 す る 柴朴 湯 の 臨 床 効 果 と 気 道

過 敏 性 に 対 す る 影 響

国立 療養所長崎病院内科

○下 田 照文 ．谷 口 哲夫 ， 安岡 彰 ， 久保 進 ， 福嶋弘道 ， 藤田 紀代 ，中富昌夫

〔目的 〕成 人気管支喘息 患者へ の ツ ム ラ 柴朴湯 エ キ ス 剤の 長期投 与は ， 臨床症状及 び気道

過 敏性 の 改善 に 対 して 有用 で ある と報告 されて い る （江頭他 ）。

一
方 ， 慢性肺気腫 患者も

程度 の 差こ そあれ ，気道過敏性 の 亢進が 認 め られ 喘息様因 子が存在す る と 言われ て い る。

今回 ， 我々 は ， 慢性肺気腫患者 に 対 し て ツ ム ラ 柴朴湯 エ キ ス 剤を 6 ケ 月間投与 し臨床効果

と気道過敏性 の 改善 に 対 する有用性 を検討 した。

〔対 象 。方法 〕対象は慢性肺気腫 患者 14 例 （全例男性 ）で あ り ， 気管支 喘息の合 併は 認

め られな か っ た 。 SAB （選択 的肺胞 気管支 造影 ）で 確 定 診断 し た こ れ ら 14 例 に 対 し ，

ツ ム ラ 柴朴 湯 1 日 7．5g を 3 回 （朝 ・
昼

。夕）に 分割 し経 口 投与 した 。 薬剤投与前 4 週 間を

観察期間 とし ， 引き続き 6 ケ 月 間 長期投与 した 。 患者 に毎 日肺気 腫 日誌を記入 さ せ 臨床症

状を観察 した 。 夂 ， 朝 ・晩の 1 日 2 回 Wright の mini
−Peak 　 Flow 　Meter を測定し 日

誌に記入 させ そ の 改善具合 も観察した 。 気道過 敏性の 測 定 は ， 投与前 と投与後 （6 ケ 月後 ）

に ア ス ト グ ラ フ 法に て 行 っ た 。

〔結果 〕（1｝臨床症状 と して は ， 痰の 回数 と痰 の 量 が有 意に 減少した。 咳 ， 喘鳴は あま り変

化な か っ た が ， 息切れ と夜間睡 眠はや や改善傾向が認め られた 。 〔2）PEFR に 対 して は ， 投

与 ，4，5 ，6 ケ 月 目に やや改善傾向が認 め られ た。 （3）投与前 と投与 6 ケ 月後に 測定 した 呼吸

機能 と動脈 血 ガ ス に は 有意 の 変化は 認 め られ な か っ た 。 t4）気道過敏性 に 関 して は ，Bron −

chial 　 sensitivity （Dmin ）Ot不変で あ っ た が ， Bronchial 　 reactivity （SGrs，／

Grseont ）の 改善が認め られた o

〔結論 〕慢性肺気腫患者 に 対す る ツ ム ラ柴朴湯 の 長期投与 は ， 臨床症状及 び 気道過 敏性の

改善に 対 して有用 で ある と思わ れた 。
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